
　日本には現在ゾウが生息しませんが、かつ

てはナウマンゾウをはじめたくさんのゾウが

いました。日本で最古のゾウ化石は、岐阜県

の瑞浪層群 ( 約 2000 万年前の中新世はじめ

の地層 ) から発見されたアネクテンスゾウ 

(Gomphotherium annectens) です。その後の地

層からもナウマンゾウを除いて、ミヨコゾウ 

(Gomphotherium miyokoae) やシンシュウゾウ 

(Stegodon shinshuensis)、アケボノゾウ (Stegodon 
aurorae)、シガゾウ (Mammuthus shigaensis)、

トウヨウゾウ (Stegodon orientalis) などが発

見されています。

　ナウマンゾウの化石は静岡県でもたくさん

発見されていて、浜松市佐浜や浜北、牧之原

市、静岡市の有度丘陵から発見されています。

そのうち、浜松市佐浜で発見されたものがナ

ウマンゾウの完模式標本です。有度丘陵から

はこれまで、清水区の村松から南矢部にかけ

ての地域に分布する久能山層中部から臼歯と

牙化石が発見されていましたが、今回は草薙

の久能山層最上部からほぼ完全な牙化石が発

見されました。

　日本で最初のナウマンゾウの化石の記載は、

ナウマン (Heinrich Edmund Naumann) によっ

て行われました。ナウマンは、明治の初め 

(1875 年 ) に明治政府に招聘されてドイツか

ら来て 10 年間日本に滞在し、東京帝国大学で

地質学を教え、また日本列島の各地を調査し

て日本で最初に地質図を作成した日本の地質

学の基礎をつくった人です。ナウマンは、神

奈川県横須賀市の白杣山から発見された臼歯

のついた下顎骨と東京都江戸橋から発見され

た臼歯化石を研究し、臼歯に菱形歯突起があ

ることから中国やインドなどの化石ゾウとし

て知られるナマディクスゾウ (Elephas namadicus) に
同定しました（Naumann 1882）。これが日本

のゾウ化石研究のはじまりです。

　ナウマンの後任として東京帝国大学で地質

学を教えたブラウンス (David August Brauns) は、

ナウマンの記載した同じ化石をヨーロッパと
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北アジアで化石ゾウとして知られていたアン

チクースゾウ (Elephas antiquus) に同定しまし

た (Brauns 1883)。その後、Tokunaga (1906) 

は、東京の田端駅の官舎建設現場の崖から産

出した 2 つのゾウの臼歯化石を記載し、アン

チクースゾウに同定しました。それは、臼

歯化石だけでナマディクスゾウとアンチクース

ゾウを区別することが十分にできないという

理由からで、Brauns (1883) の見解を踏襲し

たものでした。

　1921 年 ( 大正 10 年 ) に静岡県浜松市佐浜

の三方原台地の下の佐浜泥層からほぼ 1 体分

のゾウ化石が発見され、そのすべてが当時の

京都帝国大学に寄贈されました。そのうち、

保存のよかった臼歯と下顎骨、切歯などの化

石について、その特徴を研究した京都帝国大

学の槇山次郎教授は、それまで日本から記載

されたナマディクスゾウの臼歯化石には 2 つ

の変異があることに気づきました。そのひと

つは、広い卵型の咬合面をもち菱形歯弯曲が

目立たないものでそれを Elephas namadicus 
namadi とし、第 2 の特徴である狭い長円形

の咬合面をもち菱形歯弯曲が発達する化石を

Elephas namadicus naumanni としました 

(Makiyama 1924)。これによって、このゾウ

化石は日本で最初に同定したナウマンにちな

んだ名前をもつナウマンゾウとなり、Elephas  
namadicus の亜種として設けられました。

　その後、Matsumoto (1929)、Tokunaga 

and Takai (1936) により、臼歯の変異にもと

づき多くの新種が設定されました。ナウマン

ゾウの化石として多く発見される臼歯化石の

特徴として、咬合面に見られる菱形歯弯曲が

あり、この特徴は Palaeoloxodon 属を示すも

ので、そのためナウマンゾウは Palaeoloxodon
属に同定されたり、Elephas 属の Palaeoloxodon
亜属として記載されたりしました。

　Hasegawa (1972) は、瀬戸内海の海底から
採集された高尾コレクションの化石資料を検

討して、ナウマンゾウの形態的特徴と変異に
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図 1　更新世中期以降のゾウ亜科の系統と臼歯のちがい ( 高橋 1991 を一部省略して作成 )

ついてまとめました。Kamei and Taruno 

(1973) は、野尻湖から発掘された多くの化
石の計測値をもとに統計的な検討をしてその特

徴を明らかにしました。しかし、これらの研究

では、ナウマンゾウは Elephas 属のゾウとし

て同定されていました。

　犬塚 (1977) は、千葉県猿山から発見され

た頭蓋骨の化石の研究から、ナウマンゾウを

Palaeoloxodon naumanni として、Palaeoloxodon
属の独立した種であることを明らかにしまし

た。この研究により、臼歯の形態だけでは

Elephas 属と Palaeoloxodon 属の区別が困難

だったナウマンゾウの固有性が明確になり、

ナウマンゾウはインドゾウの仲間である Elephas
属でもアフリカゾウの仲間である Loxodonta 属

でもない別系統のゾウだったことがわかり

ました ( 図 1)。

　ナウマンゾウの先祖について、犬塚 (1977)

は、顔面の傾斜や前頭頭頂隆起の程度など

によって、レッキゾウ (Paleoloxodon recki) 
に求められるとしました。そして、三枝 (2005) 

はヨーロッパのアンチクースゾウ (Elephas 
(Paleoloxodon) antiquus ) の中のシュトット

ガルト型のゾウの頭蓋がナウマンゾウの頭

蓋と類似することから、ナウマンゾウの祖

先は今から 40 万年前ころに中国まで分布を

広げていたシュトットガルト型のゾウで、それ

が日本列島に侵入して、その直後に大陸から孤

立して日本列島の中で残存してナウマンゾウ

に進化したとしました。すなわち、ナウマン

ゾウは日本列島で進化した日本の固有のゾウ

ということになります。一方、中国やアジア

では、シュトットガルト型のゾウが広がった

後に、それに代わってナマディクスゾウが広

域に広がり、シュトットガルト型のゾウは絶

滅したと考えられます。

　河村 (2014) は、河村 (1998) と小西・吉

川 (1999) などの研究をもとに、日本列島に

約 120 万年前 ( 海洋酸素同位体ステージ MIS 

36) に中国からトロゴンテリゾウ (Mammuthus 
trogontherii) が，63 万年前 (MIS 16) に南から

東シナ海を経由してトウヨウゾウ (Stegodon 
orientalis) が，43 万年前 (MIS 12) に中国

北部から朝鮮半島を経由してナウマンゾウ 

(Paleoloxodon naumanni) が渡来したと述

べています。すなわち、日本列島がアジア

大陸と約 120 万年前と 63 万年前，43 万年

前に接続していた時期があり、その最後の

時期にナウマンゾウが渡来したことになり

ます。（P9 に続く。）
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　なお，河村 (2014) は、大陸からのこれら

動物群の渡来は「大量移入」ではなく、陸橋

が非常に短期で不安定なものだったために動

物群の渡来が限定的であったと述べていま

す。

　ナウマンゾウの生息環境については、化石

が包含されている地層の花粉化石や大型植物

化石から、温帯の落葉広葉樹や針葉樹との混

合林に生息していたと考えられ、常緑の針葉

樹林には生息していなかった可能性がありま

す（神谷・高橋 2017）。ナウナンゾウは、

12.5 万年前の温暖期に東日本に分布し、その

後の寒冷期にはほとんど見られなくなり、5

～ 3 万年前の温暖期に再び日本全国に広がり、

今から約２万 3000 年前にはほぼ絶滅したと

考えられています（近藤 2005）。この絶滅の

時期は、気候の寒冷化にともない常緑針葉樹

林が拡大して落葉広葉樹林が減少した時期と

一致しています。

　ナウマンゾウの牙も化石として発見される

ことが多く、今回私たちが発見した化石も牙

化石でした。ゾウの牙は切歯、すなわち上顎

の 2 番目の前歯です。表面は薄いエナメル質

で硬く、その内部は年輪状の象牙質からなっ

ています。ナウマンゾウの牙はマンモスのよ

うに強く弯曲することはありませんが、先端

部が少しねじれています。

　完模式標本となった佐浜標本の牙は、ねじ

れが少なくその点で他の標本とは異なってい

ますが、それは折れていたものを復元すると

きに、ナウマンゾウの近縁とされるアンチ

クースゾウの大英博物館の標本を参考にした

ためとされています。これまで発見されたほ

ぼ完全なナウマンゾウの牙化石から、それら

はまず外側に開き、下方から上方に弯曲しな

がら先端が内側へねじれた形をしていること

がわかっています。今回発見された牙化石は

根元から先端までほぼ完全に保存されていた

ことから、きちんと復元して正確に記載する

ことが重要だと考えています。
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